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はじめに
本報告杏は､平成 21年度に岡山大学文学部プロジェク ト研究経費を得て実施した共同
研究 ｢東西宗教交流史における表象観念と文化｣の研究成果の一部であるO
具体的な研究成果の提示に先立ち､研究メンバー､研究目的､今後の研究の発展可能性
等について述べて置くことにしたい｡
【研究メンバー】

鐸木道剛 :哲学 ･芸術学専修コース

渡辺佳成 :歴史文化学専修コース

遊佐 徹 :言語文化学専修コース (研究代表)

【研究目的と成果の概要】
このプロジェク トは､従来､東西文化交流史､宗教史研究の分野において扱われること
が一般的であった東西宗教の交流の歴史をイメージの交流史として捉え直すことで､宗教
と人間､社会の関わり方を解き明かすための新しい研究方法を見出すことを目指したもの
である｡
その際､岡山大学文学部が有する人的､質料的斡旋に応 じて､芸術学､歴史学､文学の
知織と研究手法を活用しながら､アジア諸地域- El本､中国､東南アジアを研究対象の
一方の基軸として強く意識 しつつ､各地域とロシア正教､カ トリック､イスラム教等との
交流に関する研究を進め､今回､4編の研究結果を得るに至った｡
また､本報告串に掲載した研究結果以外にも 2010年 3月 5日に研究メンバ-3名の発
表を中心とした研究報告会を開催したこと､および､個々のメンバ-による以下のような
研究活動が実施されたことを明記して置く｡
○鐸木
･｢16世紀以降の東方キリス ト教 (正教会)の文化財-セルビア聖堂壁画を中心に｣ 『歴
史遺産の保全と活用をめぐる地域ネットワークに関する研究 岡山史料ネットT 岡山大
学文学部プロジェクト研究報告吉 13』 (2009年 9月､pp.51-55)
･ ｢<もの>としてのイコン :旧約からの系譜｣
『ェイコーン』第 39/40合併号 (新世社､2009年 12月 31日､18-26頁)
･ ｢イコン論と現代｣

『続 ･ l ( 00年 3月 2 1-4
神秘の前に立つ人間J 新世社､21 0日､2726頁)
･｢<不可視の秘仏>とく可視のイコン>｣
『東アジアの<もの>とく秩序>』 (岡山教育出版､2010年 3月 29日､33-54頁)
･SpatialIcons:TexLualltyandPerformaLiviLy国際学会 
rHibutsu(HiddenBuddha):LivingImagesinJapanandtheorthodoxIconsJ 
(2009年 6月 24日､モスクワ､美術アカデミー)
･東方キリス ト教学会 (2009年 8月 28日､参科､ホテル ･-イジ) 
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｢<もの>としてのイコン :旧約からの系階｣
･来日ロシア人研究会 (｢来口研｣)第 70回例会 (2009年 10月 3日､青山学院大学渋谷キ
ャンパス)
｢1925年東京 :ブブノワのイコンの周辺｣
･ゲラディミル	 .マリヤ-ヴィン ｢中国的<もの>､または影に生きる｣ (翻訳)

『東アジアの<もの>とく秩序>』 (大学教育出版､2010年 3月 29日､8-20頁)

･ヴラディミル ･マリヤ-ヴィン	 ｢レビヤタン-グローバル化する日本の精神｣ (耕訳)

『東アジアの<もの>と<秩序>』 (大学教育出版､2010年 3月 29日､21-32頁)

･ ｢ブプノワが描くイコン発見｣ (『日本とユーラシア』 1383号､2009年 4月 15日)
･Hius(idnBdh) Lvn mgsi aa n h rhdxIos nSailbtuHde uda: iigIae nJpnadteOtoo cn,i pta
Icons:Textuality_andPerformatlVlty,ProceedingofthelnternatlOnalSymposium,ed. 
byAlexeiLldov. (TheRussianAcademyofArts,Moscow,2009,pp.90-92)
･ ｢<生きている絵>とく奇跡のイコン>｣ (『キリス ト新聞』2009年 11月 7日,p.2)
･｢正教文化圏の修道院文化｣ 『モル ドグァの世界逝産とその修復』 (西村きき店､2009年 
11月 20日､102-105頁)
○波速
･中国四国歴史学地理学協会 2010年度大会 (2010年 6月 27日､福山大学宮地茂記念館)

｢パガンと南イン ド､スリランカ ～ 10-13世紀ベンガ ル湾世界における交渉の-酌 ｣

･第 51回東南アジア彫刻史研究会 (2011年 3月 5日､大阪人間科学大学)
｢古代､中世東南アジアにおける ｢廃仏｣と ｢廃ヒン ドゥー ?｣～ ビュー､パガン時代
のビルマを中心に～｣
○遊佐
･｢｢やまとひめ｣と近代中国｣『岡山大学文学部紀要』55号､2011年 7月､83-94頁
【研究の発展可能性】
研究目的と成果の概要欄においても述べたように､本プロジェク トは､極めて独創的な
テーマ設定に基づく試みであり､表象文化研究の新たな地平を開く可能性を秘めたもので
あるといえる｡
この試みを継続 し､また内容的に充実したものとするために､同一メンバーによって､
平成 22年度には ｢近代展示思想における表象観念と文化｣､平成 23年度には ｢災害 ･戦
争 ･疫病の表象観念と文化｣という研究プロジェクトが組まれ､研究の進展が図られてい
る｡将来的にはこれら複数のプロジェクトによって得られた研究成果を杏籍化することを
目指しているO 
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